
   

 

国語科：見方・考え方 

 対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働

き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、

言葉への自覚を高めること。 

 

体育科：見方・考え方 

 運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、

楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視

点から捉え、自己の適正等に応じた「する・みる・支

える・知る」の多様な関わりと関連付けること。 

 

算数科：見方・考え方 

 事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目し

て捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発展

的に考えること。 

 

教育目標 

〇思いやりのある子ども 

◎よく考える子ども 

〇明るく元気な子ども 

教師の願い 

〇粘り強く，主体的に取り組んでほしい。 

〇自分の考えをもち、人に伝える力を身に付けてほしい。 

〇解決方法やアドバイスを人に聞けるようになってほしい。 

時代の要請：３つの資質・能力 

〇生きて働く知識・技能 

〇未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等 

〇学びを人生に生かそうとする学びに向かう力・人間性

等 

研究主題 

自らの学習を調整し、主体的に学びに向かう児童の育成 

～自己調整力を高める指導改善～ 

～体育指導を通して～ 

児童の実態 

 受け身の姿勢が強く、主体的に学習に取り組む力が育っていない。自分に自信

がもてない児童、他者への関心が乏しい児童が多い。話し合う力や伝える力を育

みながら、自信をつけていく必要がある。 

めざす児童像 

 

 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

友達の考えを真似した

り、試したりしながら

学習する児童。 

自分の課題に気付き、

それに合った工夫を選

び、最後まで取組む児

童。 

一人一人が課題をもち、

その解決に向けて活動

したり，学習状況を把握

したりしながら粘り強

く取り組む児童。 

 

 

課題解決に向けた方法を考えたり選んだりしながら、粘り強く取り組む児童。 

研究仮説 

〇～したいという動機付けを意識した授業を設計し

ていくことで、児童のあきらめない気持ちや主体

的に学びに向かう力を育んでいけるであろう。 

研究の方法 

・実技研修 ・OJT 

・先行研究事例の調査・講師の先生による講義 

・試しの授業・研究授業 

 

自己調整力の構成要素 

① 動機付け…学びに向かう理由や学ぶ目的に対する考え。 

② 学習方略…自己を動機付ける方法の選択・自己にとって効果的な方法の選択。 

③ メタ認知…自己の状況の客観的認識・自己にとって効果的な学習方法の選択。 

※教師が支援の必要な子供に、より効果的な指導を実現することや、子供一人一

人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、学習活動や学習課題に取り組む機

会を提供することが大切。 

重要キーワード 

〇ふり返り 〇自己効力感 〇AAR サイクル 

〇課題づくり及び課題選択（細分化・難易度） 

〇自己調整学習 〇メタ認知 〇学習方略 

〇個別最適な学びと協働的な学び 失敗できる環境 

主題設定の理由 

 児童の自己調整力を高める指導の追究に取り掛かり、

2 年目となる。「困難な課題に出会っても、あきらめずに

最後までやり遂げる児童を育成したい。」という先生方の

思いからスタートした本研究を、昨年度は体育科に絞っ

て行ってきたが、本年度は教科の枠を外して更に深めて

いこうとしている。 

 本校の児童は、基礎学力（書けない・話せない等）の

課題と情意面（自信がない、あきらめやすい等）の課題

が大きく、基礎学力、主体的な学び、あきらめない気持

ちを教師が授業を通して育てるという意識を大切にし

て、授業改善を進めていくことが不可欠である。。 

 自己調整力は、動機付け、学習方略、メタ認知と深く

関わっている。動機付けは、学習意欲や学習目的と直結

し自己効力感を含み、学習方略には、自己に合った学習

方法を選択する力が求められる。更に、メタ認知によっ

て、自分の学習状況を客観的に把握し、適切に調整する

能力が求められる。 

 様々な課題に粘り強く取り組む児童を育てるために、

自己調整力の構成要素を踏まえ、指導の個別化及び学習

の個性化等を柔軟に取り入れることが、児童が自己調整

しながら学習を進めて行く上で重要だと考えた。 

研究の内容 

〇めざす児童像の具現化 

〇主体的な学びを促す授業の在り方 

〇粘り強い取組を伸ばす学習支援 

〇主体的な学びを生み出す日常的な授業実践 

〇自己調整力に内包する要素と児童の実態の変容 

研究構想図 


